
二

爆
発
又
は
燃
焼
を
す
る
と
き
は
、
赤
旗
を
掲
げ
、
か
つ
、
関
係
人
の
ほ
か
は
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
な
措
置

を
講
ず
る
こ
と
。

二

爆
発
又
は
燃
焼
を
す
る
と
き
は
、
赤
旗
を
掲
げ
、
か
つ
、
見
張
人
を
置
き
作
業
に
必
要
で
な
い
者
の
通
行

を
遮
断
す
る
こ
と
。

三
〜
六

﹇
略
﹈

三
〜
六

﹇
略
﹈

３
〜
７

﹇
略
﹈

３
〜
７

﹇
略
﹈

（
定
期
自
主
検
査
）

（
定
期
自
主
検
査
）

第
六
十
七
条
の
九

﹇
略
﹈

第
六
十
七
条
の
九

﹇
略
﹈

一

年
二
回
以
上
毎
年
定
期
に
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
常
時
監
視
又
は
こ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
り
、
製
造
施

設
若
し
く
は
火
薬
庫
が
次
号
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
、
又
は
避
雷
装
置
、
警
鳴
装
置
若
し
く
は
消
火
設

備
等
が
円
滑
に
作
動
す
る
こ
と
を
常
に
確
認
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
確
認
に
係
る
装
置
等
に
つ
い
て
は
、
年

一
回
以
上
と
す
る
。

一

年
二
回
以
上
毎
年
定
期
に
行
な
う
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
製
造
ま
た
は
貯
蔵
に
つ
い
て
繁
忙
期
の

あ
る
製
造
施
設
ま
た
は
火
薬
庫
に
つ
い
て
は
、
繁
忙
期
の
直
前
に
一
回
は
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

製
造
施
設
又
は
火
薬
庫
の
構
造
、
位
置
及
び
設
備
が
法
第
七
条
第
一
号
又
は
第
十
二
条
第
三
項
の
技
術
上

の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
検
査
す
る
こ
と
。

二

製
造
施
設
又
は
火
薬
庫
を
大
掃
除
し
た
後
、
そ
の
構
造
、
位
置
及
び
設
備
が
法
第
七
条
第
一
号
又
は
第
十

二
条
第
三
項
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
検
査
す
る
こ
と
。

三

﹇
略
﹈

三

﹇
略
﹈

（
危
険
時
の
措
置
）

（
危
険
時
の
措
置
）

第
八
十
七
条

﹇
略
﹈

第
八
十
七
条

﹇
略
﹈

一

貯
蔵
火
薬
類
を
安
全
地
域
に
移
す
余
裕
の
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
移
し
、
か
つ
、
盗
難
及
び
火
災
を
防

止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

一

貯
蔵
火
薬
類
を
安
全
地
域
に
移
す
余
裕
の
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
移
し
、
か
つ
、
見
張
人
を
つ
け
る
こ

と
。

二
〜
四

﹇
略
﹈

二
〜
四

﹇
略
﹈

別
表
第
一
（
第
四
十
四
条
第
一
項
関
係
）

別
表
第
一
（
第
四
十
四
条
第
一
項
関
係
）

検
査
項
目

完
成
検
査
の
方
法

検
査
項
目

完
成
検
査
の
方
法

１

製
造
設
備
が
定
置
式
製
造
設
備
で
あ
っ
て
、
火

薬
類
の
製
造
作
業
を
行
う
製
造
施
設
の
場
合

１

製
造
設
備
が
定
置
式
製
造
設
備
で
あ
つ
て
、
火

薬
類
の
製
造
作
業
を
行
う
製
造
施
設
の
場
合

一

第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
標
識
及
び
爆
発
又

は
発
火
に
関
し
必
要
な
事
項
の
掲
示
、
危
険
区

域
の
設
定
、
危
険
区
域
が
明
確
に
判
別
で
き
る

よ
う
な
措
置
並
び
に
警
戒
札
の
掲
示
の
状
況

一

製
造
所
の
標
識
及
び
爆
発
又
は
発
火
に
関

し
必
要
な
事
項
の
掲
示
、危
険
区
域
の
設
定
、

危
険
区
域
が
明
確
に
判
別
で
き
る
よ
う
な
措

置
並
び
に
警
戒
札
の
掲
示
の
状
況
を
、
目
視

又
は
こ
れ
に
類
す
る
方
法
（
以
下
こ
の
表
、

別
表
第
二
、
別
表
第
三
及
び
別
表
第
四
に
お

い
て
「
目
視
等
」
と
い
う
。）及
び
図
面
に
よ

り
検
査
す
る
。

一

第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
標
識
及
び
爆
発
又

は
発
火
に
関
し
必
要
な
事
項
の
掲
示
、
危
険
区

域
の
設
定
、
危
険
区
域
が
明
確
に
判
別
で
き
る

よ
う
な
措
置
並
び
に
警
戒
札
の
掲
示
の
状
況

一

製
造
所
の
標
識
及
び
爆
発
又
は
発
火
に
関

し
必
要
な
事
項
の
掲
示
、危
険
区
域
の
設
定
、

危
険
区
域
が
明
確
に
判
別
で
き
る
よ
う
な
措

置
並
び
に
警
戒
札
の
掲
示
の
状
況
を
、
目
視

及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

二

第
四
条
第
一
項
第
二
号
の
危
険
区
域
の
施
設

の
設
置
制
限

二

危
険
区
域
に
設
置
し
た
施
設
の
種
類
を
、

目
視
等
に
よ
り
検
査
す
る
。

二

第
四
条
第
一
項
第
二
号
の
危
険
区
域
の
施
設

の
設
置
制
限

二

危
険
区
域
に
設
置
し
た
施
設
の
種
類
を
、

目
視
に
よ
り
検
査
す
る
。

三

第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
火
災
に
よ
る
延
焼

を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

三

危
険
区
域
の
境
界
が
森
林
内
に
設
け
ら
れ

た
場
合
に
つ
い
て
火
災
に
よ
る
延
焼
を
防
止

す
る
た
め
の
措
置
の
状
況
を
、
目
視
等
、
図

面
、
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た
測

定
又
は
機
器
等
の
作
動
試
験
若
し
く
は
そ
の

記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三

第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
火
災
に
よ
る
延
焼

を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

三

危
険
区
域
の
境
界
が
森
林
内
に
設
け
ら
れ

た
場
合
に
つ
い
て
火
災
に
よ
る
延
焼
を
防
止

す
る
た
め
の
措
置
の
状
況
を
、
目
視
、図
面
、

巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た
測
定
又

は
機
器
等
の
作
動
試
験
若
し
く
は
そ
の
記
録

に
よ
り
検
査
す
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
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